
春
闘
は
、
次
年
度
の
働
く

条
件
、
賃
金
を
決
め
る
大
切

な
取
り
組
み
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
生
活
を
よ
り

豊
か
に
し
て
い
く
た
め
の
賃

金
の
引
き
上
げ
や
、
働
き
続

け
ら
れ
る
制
度
の
創
設
や
改

善
、
労
働
環
境
の
整
備
な
ど

を
実
現
さ
せ
て
い
く
大
切
な

取
り
組
み
で
す
。

年
度
末

一
時
金
を
獲
得

福
岡
・
春
日
分
会

春
日
市
で
は
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
る
実
施
で
、
公
的

予
算
の
枠
を
増
額
し
て
い
く

こ
と
が
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
き
ま
し
た
。

人
件
費
が
抑
え
ら
れ
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
職
員
の

人
手
不
足
、
大
規
模
化
な
ど

い
く
つ
も
の
困
難
を
抱
え
て

い
ま
す
。

春
日
分
会
は
要
求
書
を
提

出
し
、
法
人
の
理
事
会
と
話

し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
の
際
、
福
岡
県
本
部
書

記
長
も
同
席
し
、
春
日
分
会

の
仲
間
の
要
求
を
後
押
し
し

ま
し
た
。

理
事
会
は
、
月
給
者
に
対

し
18
年
度
末
に
一
時
金
（
1

か
月
分
）
の
支
給
を
回
答
し
、

す
で
に
支
給
が
さ
れ
た
と
の

こ
と
。

ま
た
、
19
年
度
よ
り
役
職

手
当
の
引
き
上
げ
（
月
５
０

０
０
円
）
、
パ
ー
ト
職
員
の

時
給
を
50
円
引
き
上
げ
（
本

年
1
月
1
日
分
か
ら
さ
か
の

ぼ
り
昇
給
で
支
給
）
を
獲
得
。

そ
の
他
、
19
年
度
以
降
の

検
討
課
題
と
し
て
、
住
宅
手

当
の
創
設
、
主
任
指
導
員
の

基
本
給
の
引
き
上
げ
な
ど
が

話
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

大
き
な
前
進
で
す
。

基
本
給

２
万
５
千
円
ア
ッ
プ

愛
知
・
中
西
分
会

、
愛
知
支
部
・
中
西
分
会
の

は
こ
ぶ
ね
学
童
保
育
所
で
は
、

組
合
員
が
5
万
円
の
賃
上
げ

要
求
。

そ
れ
に
対
し
て
、
父
母
会

か
ら
2
万
５
千
円
の
回
答
が

さ
れ
、
妥
結
し
ま
し
た
。

国
の
補
助
金
の
処
遇
改
善

事
業
を
活
用
す
る
こ
と
、
父

母
会
よ
り
「
年
令
に
対
し
て

給
与
が
低
い
」
と
い
う
認
識

が
示
さ
れ
、
大
幅
な
引
き
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ー
ト
指
導
員
の

時
給
50
円
の
引
き
上
げ
も
実

現
。分

会
は
、
3
月
か
ら
組
合

加
入
し
た
パ
ー
ト
指
導
員
の

要
求
も
聞
き
取
り
、
春
闘
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。

組
織
拡
大
と
要
求
実
現
が

ひ
と
つ
と
な
っ
て
、
成
果
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

（
部
会
役
員

田
村
一
志
）

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯
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学ぼう、交流しよう

建交労学校の開催
日時：6月14日（金）～16日（日）

場所：静岡県伊豆の国市

建交労では毎年、次期幹部養成の教育機会

として「建交労学校」を開催しています。

各組織で、これからの組合の担い手に、と

いう方を推薦し

ていきましょう。

参加費、交通

費とも支部や個

人の負担はあり

ません。

春に拡大を
一気にすすめよう

みなさんの地域で、新採用の

方はいませんか？

また、不安や心配を抱えて新

年度を迎えた方はいませんか？

対話をすると、実態や要求が

見えてきます。

「いっしょに、良くしていこう。

そのためにも、組合に入ろう」

と声をかけていきましょう。


